岡鹿門『観光紀游』訳注―その八 by 柴田 清継
岡
鹿
門
『
観
光
紀
游
』
訳
注―
―
そ
の
八
「
日
本
語
日
本
文
学
論
叢
」 
第
十
六
号 
抜
刷
令
和
三
年
二
月
十
二
日
　発
行
柴
　田
　清
　継
岡
鹿
門
『
観
光
紀
游
』
訳
注
―
―
そ
の
八
柴　
　
田　
　
清　
　
継
本
稿
は
本
誌
第
八
～
十
一
の
各
号
及
び
第
十
三
～
十
五
号
の
各
号
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
岡
鹿
門
『
観
光
紀
游
』
訳
注
の
続
編
で
あ
る
。
今
回
掲
載
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
巻
五
「
燕
京
日
記
」
巻
上
の
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
部
分
と
巻
六
「
燕
京
日
記
」
巻
下
の
十
月
三
十
・
三
十
一
日
の
部
分
で
あ
る
。
底
本
、
訳
注
の
形
式
等
に
つ
い
て
は
、
本
連
載
「
そ
の
一
」
冒
頭
の
説
明
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
参
考
に
し
た
文
献
の
主
な
も
の
は
巻
末
に
掲
げ
た
。
【
付
記
】
明
治
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
翌
十
八
年
四
月
十
八
日
ま
で
の
旅
程
（
計
三
二
五
日
）
を
記
録
し
た
『
観
光
紀
游
』
の
訳
注
が
、
連
載
八
回
目
の
今
回
で
よ
う
や
く
そ
の
四
十
八
％
の
日
数
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
残
り
の
五
十
二
％
は
一
気
に
二
〇
二
一
年
の
初
夏
ご
ろ
ま
で
に
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
仕
上
げ
た
原
稿
は
本
誌
に
発
表
せ
ず
、
フ
ァ
イ
ル
の
ま
ま
保
管
し
、
必
要
に
応
じ
、
随
時
内
容
を
更
新
し
て
い
く
。
お
こ
が
ま
し
い
言
い
方
に
な
る
が
、
二
〇
二
一
年
の
初
夏
以
降
、
も
し
希
望
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
の
フ
ァ
イ
ル
を
ご
提
供
し
た
い
の
で
、
遠
慮
な
くtsugu.shibata@
gm
ail.com
の
ア
ド
レ
ス
宛
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
指
摘
・
ご
意
見
を
参
照
い
た
し
つ
つ
、
さ
ら
に
修
正
・
更
新
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
本
訳
注
の
連
載
は
今
回
を
も
っ
て
終
了
す
る
。
本
誌
関
係
者
の
方
々
の
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
意
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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原
文　
廿
二
日
〔
四
日
〕
西
行
二
三
里
、至
玉
泉
山
。
一
名
静
明
園
。
相
伝
、金
章
宗
避
暑
地
、元
明
二
代
為
游
幸
之
地
。
門
兵
四
五
名
、観
客
求
銭
。
此
為
八
旗
兵
。
旗
兵
猶
我
邦
列
藩
軽
卒
類
。
門
左
堆
大
石
、
為
仮
山
。
老
松
屈
蟠
、
蒙
以
藤
蘿
。
左
折
過
洞
門
。
池
沼
湾
環
、
架
以
石
梁
。
沿
池
而
行
。
有
亭
。
清
泉
自
淵
底
噴
出
、
旋
滾
為
淪
。
石
刻
乾
隆
帝
「
趵
突
泉
」
三
大
字
。
攀
一
坂
。
有
塔
、
白
石
築
成
。
曰
小
白
山
塔
。
四
面
刻
人
物
花
鳥
。
北
折
、
出
山
背
、
望
見
宮
殿
崢
嶸
。
曰
玉
宸
。
碧
瓦
畳
成
、
巍
然
於
頽
垣
廃
牆
之
中
。
御
碑
刻
乾
隆
帝
撰
文
。
左
折
有
池
。
池
上
廃
殿
、
望
山
下
瑠
璃
塔
、
与
山
上
両
塔
、
並
立
為
鼎
足
状
、
而
蔓
草
蕪
没
、
使
人
低
徊
想
盛
時
。
攀
坂
至
頂
上
。
七
階
層
塔
、
高
聳
雲
霄
、
天
末
見
楼
闕
突
出
於
雲
烟
之
中
。
此
為
京
城
八
門
。
稍
下
得
観
音
窟
。
四
周
純
石
、
刻
観
音
像
一
千
軀
。
頗
為
精
工
。
下
坂
出
池
上
、
休
門
舎
。
老
兵
進
茶
。
出
園
左
折
。
雨
潦
之
餘
、
道
路
変
為
渓
澗
。
沙
磧
没
車
轍
。
　
至
普
覚
寺
。
為
唐
代
古
刹
。
殿
安
臥
仏
。
大
二
丈
許
、
有
乾
隆
帝
御
碑
、
曰
「
寺
本
名
兜
率
。
後
改
照
孝
又
洪
慶
」。
今
称
十
方
普
覚
寺
。
貞
観
年
間
①
以
栴
檀
木
、
刻
二
臥
仏
、
今
亡
其
一
。
庭
前
老
松
偃
葢
、
清
陰
満
地
、
門
碧
瓦
所
築
、
瓏
然
猶
陶
成
然
。
蹊
田
隴
至
碧
雲
寺
。
伝
為
耶
律
楚
材
②
旧
宅
。
西
南
負
山
、清
渓
還
流
。
過
石
橋
、拾
級
百
餘
。
寺
門
岌
然
。
輿
馬
充
塞
。
曰
「
恭
邸
王
妃
行
香
」。
乃
避
一
室
。
胡
五
炊
飲
〈
飯
〉
而
進
。
雛
僧
導
観
諸
仏
殿
。
其
一
安
塑
仏
五
百
軀
。
大
六
七
尺
、
塗
以
金
箔
、
面
貌
奇
偉
。
其
一
為
蔵
経
閣
。
累
石
建
築
、
屋
上
列
五
塔
。
純
然
白
石
、
四
面
鏤
人
物
花
鳥
。
一
堂
列
観
音
小
塑
像
萬
餘
軀
。
僧
取
贈
一
軀
。
豈
嘉
余
萬
里
訪
仏
蹟
歟
。
　
西
山
諸
寺
、
推
碧
雲
為
第
一
。
幽
邃
似
我
黄
蘖
山
③
、
而
綺
麗
百
倍
。
投
宿
猶
早
、
議
所
游
。
曰
「
三
山
庵
」。
距
此
不
遠
、
亦
可
観
。
取
路
山
背
、
経
一
峻
坂
、
下
車
而
歩
。
落
葉
満
径
、
愈
進
愈
幽
。
晩
至
山
三
〈
三
山
〉
庵
。
又
称
四
平
臺
。
三
刹
在
山
腹
、
一
刹
在
山
麓
。
皆
占
平
処
。
故
有
四
平
臺
之
称
。
僧
悦
遠
客
、
掃
浄
室
以
館
。
坐
陳
洋
器
。
曰
「
毎
夏
米
国
公
使
夫
妻
、
来
此
避
暑
」。
西
山
諸
寺
、
創
建
于
明
代
。
明
一
代
奄
豎
用
事
、
富
擬
王
侯
。
而
此
輩
無
識
、
佞
仏
為
風
。
争
施
金
帛
、
興
仏
寺
、
飾
塔
刹
、
西
山
一
変
、
為
仏
地
。
康
熈
乾
隆
二
朝
、
游
幸
立
碑
書
聯
額
、
漸
為
文
人
所
艶
称
。
夜
暴
風
、
墜
葉
撲
戸
。
郷
思
凄
然
。
【
注
】
①
「
貞
観
年
間
」「
貞
観
」
は
唐
代
の
年
号
。
ほ
ぼ
西
暦
六
二
七
～
六
四
九
年
に
相
当
す
る
。
②
「
耶
律
楚
材
」
一
一
九
〇
～
一
二
四
四
。
元
初
の
名
臣
。
③
「
黄
−2−
蘖
山
」
宇
治
市
に
あ
る
黄
蘖
宗
の
本
山
、
万
福
寺
の
山
号
。
訳
文　
二
十
二
日
〔
四
日
〕
西
に
二
、三
里
進
み
、
玉
泉
山
に
至
っ
た
。
静
明
園
と
も
い
う
。
金
の
章
宗
の
避
暑
地
で
、
元
明
二
代
に
は
皇
帝
や
皇
妃
が
こ
こ
に
遊
覧
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
門
兵
が
四
五
名
い
て
、客
を
見
る
と
銭
を
ね
だ
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
八
旗
兵
だ
が
、旗
兵
と
い
う
の
は
、
我
が
国
で
言
え
ば
、
列
藩
の
軽
卒
の
類
い
で
あ
る
。
門
の
左
に
大
石
を
う
ず
た
か
く
積
み
上
げ
た
築
山
が
あ
っ
た
。
絡
ま
り
あ
っ
た
松
の
老
木
が
あ
り
、
フ
ジ
カ
ズ
ラ
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
左
折
し
て
洞
門
を
過
ぎ
た
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
池
が
あ
り
、
石
橋
が
架
け
渡
し
て
あ
っ
た
。
池
に
沿
っ
て
行
く
と
、
亭
が
あ
っ
た
。
清
ら
か
な
泉
水
が
水
底
か
ら
噴
出
し
、
波
立
っ
て
い
た
。
石
に
乾
隆
帝
の
「
趵
突
泉
」
と
い
う
三
つ
の
大
き
な
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
坂
を
登
る
と
、
白
石
で
築
か
れ
た
塔
が
あ
っ
た
。
小
白
山
塔
と
い
う
名
だ
っ
た
。
四
つ
の
面
に
人
物
花
鳥
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
北
に
曲
が
り
、
山
の
背
後
に
出
る
と
、
高
く
そ
び
え
る
宮
殿
が
見
え
た
。
玉
宸
と
い
う
宮
殿
で
あ
る
。
碧
の
瓦
で
葺
か
れ
て
い
て
、
崩
れ
落
ち
た
塀
や
壁
の
中
で
巍
然
と
し
た
姿
を
見
せ
て
い
る
。
御
碑
に
乾
隆
帝
の
撰
文
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
左
折
す
る
と
、
池
が
あ
っ
た
。
池
の
ほ
と
り
の
廃
殿
か
ら
、
山
下
の
瑠
璃
塔
が
山
上
の
二
つ
の
塔
と
並
立
し
て
鼎
の
足
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
眺
め
ら
れ
た
が
、
蔓
草
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
辺
り
を
歩
き
回
り
つ
つ
盛
時
を
偲
ぶ
し
か
な
か
っ
た
。
坂
を
登
っ
て
頂
上
ま
で
行
く
と
、
七
重
の
塔
が
空
高
く
聳
え
、
空
の
果
て
に
は
楼
門
が
雲
煙
の
中
に
突
出
し
て
い
る
の
が
見
え
た
。
北
京
城
の
八
門
で
あ
る
。
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
、
観
音
窟
が
あ
っ
た
。
周
り
は
す
べ
て
石
で
で
き
て
お
り
、
観
音
像
一
千
体
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
非
常
に
き
め
細
か
い
造
り
だ
っ
た
。
坂
を
下
り
て
池
の
ほ
と
り
に
出
て
、
門
の
そ
ば
の
建
物
で
休
ん
だ
。
老
兵
が
茶
を
進
め
て
く
れ
た
。
園
を
出
て
左
折
し
た
。
長
雨
の
せ
い
で
、
道
路
が
谷
川
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
砂
の
中
に
轍
が
は
ま
っ
た
。
　
普
覚
寺
に
至
っ
た
。
唐
代
の
古
刹
で
あ
る
。
本
殿
に
は
臥
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
大
き
さ
は
二
丈
ほ
ど
で
、
乾
隆
帝
の
御
碑
が
あ
り
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。「
寺
の
元
の
名
は
兜
率
で
、
後
に
照
孝
、
さ
ら
に
洪
慶
と
改
め
た
」。
今
は
十
方
普
覚
寺
と
称
し
て
い
る
。
貞
観
年
間
に
栴
檀
木
を
刻
ん
で
臥
仏
二
軀
を
造
っ
た
が
、
一
軀
は
す
で
に
な
い
と
い
う
。
庭
前
の
老
松
が
笠
松
で
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
木
陰
が
地
面
を
覆
っ
て
い
る
。
門
は
碧
の
瓦
で
築
か
れ
た
も
の
だ
が
、
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
て
、
焼
き
物
で
造
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
近
道
を
し
て
あ
ぜ
道
を
通
り
、
碧
雲
寺
に
至
っ
−3−
た
。
耶
律
楚
材
の
旧
宅
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
西
南
に
山
を
負
い
、
清
ら
か
な
渓
流
が
周
り
を
め
ぐ
っ
て
い
る
。
石
橋
を
渡
り
、
百
余
段
の
階
段
を
上
る
と
、
高
々
と
し
た
寺
門
が
あ
っ
た
。
車
と
馬
が
た
く
さ
ん
停
ま
っ
て
い
た
。
恭
邸
王
の
お
妃
が
香
を
焚
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
一
室
に
身
を
避
け
た
。
胡
五
が
飯
を
炊
い
て
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。
小
僧
の
案
内
で
仏
殿
の
一
つ
一
つ
を
見
て
回
っ
た
。
仏
殿
の
一
つ
に
は
五
百
軀
の
仏
像
が
置
か
れ
て
い
た
。
六
、七
尺
の
高
さ
で
、
金
箔
を
塗
ら
れ
、
怪
異
な
面
貌
だ
っ
た
。
ま
た
別
の
仏
殿
は
蔵
経
閣
だ
っ
た
。
石
を
積
み
上
げ
た
建
築
で
、
屋
上
に
は
五
つ
の
塔
が
連
な
っ
て
い
た
。
純
白
の
石
で
、
四
面
に
人
・
物
・
花
・
鳥
が
彫
り
付
け
て
あ
っ
た
。
ま
た
別
の
仏
堂
に
は
観
音
の
小
さ
な
塑
像
が
連
な
っ
て
い
た
。
一
万
余
軀
に
上
る
と
い
う
。
僧
が
一
軀
を
取
っ
て
、
私
に
く
れ
た
。
私
が
は
る
ば
る
こ
の
仏
跡
を
訪
ね
た
の
を
嘉よみ
し
て
く
れ
た
も
の
か
。
　
西
山
の
寺
々
で
は
、
碧
雲
寺
が
第
一
に
推
さ
れ
る
。
そ
の
幽
邃
さ
は
我
が
国
の
黄
蘖
山
の
よ
う
だ
が
、
綺
麗
さ
で
は
黄
檗
山
に
百
倍
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
投
宿
す
る
に
は
ま
だ
早
か
っ
た
の
で
、
ど
こ
か
見
に
行
っ
て
か
ら
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
三
山
庵
と
決
ま
っ
た
。
遠
く
な
く
、
見
て
お
く
だ
け
の
も
の
も
あ
る
と
の
こ
と
。
山
背
を
通
り
、
険
し
い
坂
道
を
一
つ
越
え
、
車
を
下
り
て
歩
い
た
。
落
ち
葉
が
道
に
散
り
敷
い
て
い
て
、
進
め
ば
進
む
ほ
ど
奥
ま
っ
た
感
じ
に
な
っ
て
く
る
。
日
が
暮
れ
る
こ
ろ
三
山
庵
に
着
い
た
。
四
平
臺
と
称
し
、
山
腹
に
三
つ
の
寺
が
あ
り
、
山
麓
に
一
つ
の
寺
が
あ
る
。
ど
れ
も
平
た
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ゆ
え
に
四
平
臺
と
い
う
の
だ
。
三
山
庵
の
僧
は
遠
来
の
客
を
喜
び
、
庵
室
を
掃
除
し
て
泊
ま
ら
せ
て
く
れ
た
。
　
テ
ー
ブ
ル
に
洋
物
の
食
器
が
並
べ
て
あ
っ
た
。
毎
夏
、
米
国
公
使
夫
妻
が
避
暑
に
来
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
西
山
の
諸
寺
は
、
明
代
に
創
建
さ
れ
た
。
明
一
代
は
宦
官
が
実
権
を
握
り
、
そ
の
富
は
王
侯
に
匹
敵
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
輩
は
無
知
な
た
め
、
仏
教
を
信
じ
込
み
、
争
っ
て
金
を
使
っ
て
仏
寺
を
興
し
、
仏
塔
を
飾
っ
た
。
か
く
し
て
西
山
は
一
変
し
て
、
仏
教
一
色
の
地
と
な
っ
た
。
康
煕
・
乾
隆
の
二
朝
、
皇
帝
が
こ
こ
に
遊
覧
し
て
碑
を
立
て
聯
額
を
書
く
と
、
し
だ
い
に
文
人
に
称
賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夜
、
暴
風
が
吹
き
、
葉
を
落
と
し
戸
に
打
ち
付
け
た
。
望
郷
の
念
で
、
切
な
く
な
っ
た
。
−4−
原
文　
廿
三
日
〔
五
日
〕
晨
観
翠
微
庵
。
四
平
臺
之
一
。
四
望
皆
山
、
望
見
三
禅
刹
、
隠
見
于
樹
木
蓊
鬱
之
中
。
中
土
多
童
山
、
唯
西
山
鬱
蒼
。
琳
宮
瑤
閣
、
各
占
勝
地
、
喬
木
参
天
。
真
宜
消
夏
者
。
取
旧
逕
、
踰
峻
坂
。
時
見
矗
立
如
塔
者
。
問
之
曰
、「
八
旗
兵
候
臺
」。
自
出
京
郊
、
時
聞
演
砲
之
声
。
皆
八
旗
練
火
槍
者
。
午
下
風
起
、
塵
土
坌
揚
、
天
日
昏
翳
。
一
村
曰
西
北
旺
。
憩
陋
店
。
飢
甚
。
喫
麪
包
①
。
北
地
不
産
米
、
麪
包
為
常
食
。
　
自
此
田
野
濶
然
、
村
落
断
続
、
時
見
潤
屋
。
此
間
農
家
墾
田
、
皆
馬
耕
、
馬
後
施
車
、
車
施
如
鋤
犂
者
。
毎
一
踔
躍
、
草
根
壠
土
、
立
劚
無
遺
。
畧
如
欧
法
。
唯
人
在
車
傍
鞭
馬
為
異
。
南
方
不
見
馬
耕
。
傴
僂
手
鋤
、
如
我
邦
所
為
。
暮
投
羊
坊
村
。
累
土
為
床
、
炕
爐
②
熾
石
炭
、
温
徹
床
上
。
北
土
非
此
、
不
能
消
沍
寒
。
游
朝
鮮
者
、
亦
説
炕
爐
。
知
為
北
地
俗
。
【
注
】
①
「
麪
包
」
欧
米
に
由
来
す
る
現
代
の
パ
ン
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、「
パ
ン
」
と
訳
し
て
お
く
。
②
「
炕
爐
」
朝
鮮
の
オ
ン
ド
ル
と
同
様
の
物
。
訳
文
　
二
十
三
日
〔
五
日
〕
朝
、
翠
微
庵
を
見
に
行
っ
た
。
四
平
臺
の
一
つ
で
あ
る
。
四
方
み
な
山
で
、
三
つ
の
禅
刹
が
鬱
蒼
と
茂
っ
た
樹
木
の
中
に
隠
見
し
て
い
る
。
中
国
は
禿
山
が
多
い
が
、
西
山
だ
け
は
鬱
蒼
と
し
て
い
る
。
立
派
な
楼
閣
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
地
に
建
ち
、
喬
木
が
天
に
届
か
ん
ば
か
り
だ
。
ま
こ
と
に
消
夏
に
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
あ
る
。
古
く
か
ら
の
道
を
通
り
、
険
し
い
坂
を
越
え
た
。
そ
の
時
、
塔
の
よ
う
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
も
の
が
見
え
た
。
尋
ね
て
み
る
と
、
八
旗
兵
の
烽
火
台
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
北
京
の
郊
外
に
出
て
か
ら
、
時
折
砲
弾
の
演
習
を
し
て
い
る
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
た
が
、い
ず
れ
も
八
旗
が
銃
砲
の
訓
練
を
し
て
い
た
わ
け
だ
。
午
後
に
な
る
と
風
が
起
こ
っ
て
、砂
埃
が
舞
い
上
が
り
、日
が
翳
っ
て
薄
暗
く
な
っ
た
。
西
北
旺
と
い
う
村
ま
で
来
た
。
粗
末
な
店
で
休
憩
し
た
。
ひ
ど
く
空
腹
だ
っ
た
。
パ
ン
を
食
べ
た
。
北
方
は
米
が
取
れ
ず
、
パ
ン
が
常
食
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
田
野
が
広
が
り
、
村
落
は
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
だ
っ
た
が
、
時
々
立
派
な
家
を
見
か
け
た
。
こ
の
辺
り
の
農
家
は
田
地
を
開
墾
す
る
際
、
ど
の
家
も
馬
で
耕
し
、
馬
の
後
に
車
を
使
い
、
車
に
取
り
付
け
ら
れ
た
犂
の
よ
う
な
物
で
鋤
く
。
車
が
踏
ん
で
上
下
動
す
る
た
び
に
、
草
の
根
や
畝
の
土
が
立
ち
ど
こ
ろ
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
分
断
さ
れ
る
。
ほ
ぼ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
や
り
方
と
同
じ
だ
。
も
っ
と
も
、
人
が
車
の
か
た
わ
ら
に
い
て
馬
に
鞭
う
つ
の
は
相
違
点
で
あ
る
。
南
方
で
は
馬
に
よ
る
耕
作
を
見
か
け
な
い
。
か
が
ん
で
鋤
を
手
に
す
る
。
我
が
国
と
同
じ
だ
。
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暮
れ
に
羊
坊
村
に
投
じ
た
。
土
を
重
ね
固
め
て
床
と
し
て
あ
り
、
炕
爐
で
石
炭
を
焚
く
と
、
熱
が
床
の
上
に
通
る
。
北
方
で
は
こ
れ
以
外
に
は
、
凍
り
付
く
よ
う
な
寒
さ
を
し
の
ぐ
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
な
い
。
朝
鮮
に
行
く
者
も
、
炕
爐
を
あ
り
が
た
が
る
。
北
方
の
俗
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
原
文　
廿
四
日
〔
六
日
〕
雞
唱
早
発
。
霜
気
凛
冽
、
道
路
暗
黒
。
唯
聞
御
夫
叱
馬
之
声
。
平
明
至
南
口
村
、
投
一
店
、
焚
薪
取
暖
。
胡
五
炊
飯
晨
餐
。
居
庸
関
距
此
猶
四
十
里
。
乃
与
二
生
騎
驢
、胡
五
馬
而
先
。
過
閭
門
。
人
家
四
五
十
戸
、為
小
村
落
。
渉
一
澗
。
流
深
及
驢
腹
。
両
峯
双
峙
、峭
壁
嶄
巖
、
真
立
刺
天
。
崖
上
小
平
処
、
時
見
人
家
両
三
相
接
。
坂
路
愈
険
。
婦
女
左
右
抱
児
騎
驢
、
登
降
安
然
、
猶
行
坦
途
。
慣
習
令
然
也
。
又
見
大
官
坐
轎
駄
両
馬
。
此
曰
駄
馬
轎
。
官
塞
外
者
、
皆
乗
此
轎
。
京
城
中
亦
時
見
此
轎
。
居
庸
関
城
壁
三
重
、
両
嶺
対
峙
。
一
帯
塁
壁
、
跨
深
、
亘
層
嶺
、
直
接
雲
霄
。
此
為
秦
時
長
城
。『
淮
南
子
』
曰
、「
天
下
有
九
塞
、
居
庸
関
其
一
」①
、
是
也
。
人
家
五
六
十
戸
聚
為
市
街
。
不
置
一
兵
。
自
此
莽
蒼
山
野
、
不
見
人
家
。
此
日
風
日
温
和
、
而
見
水
薄
冰
。
知
気
候
頓
異
。
牧
人
駆
羊
数
百
頭
而
過
。
蠢
蠢
瀰
漫
谷
、
自
遠
而
望
、
猶
一
簇
白
雲
、
所
謂
「
牛
羊
被
野
」②
者
。
見
一
人
駆
駱
駝
数
十
頭
而
過
。
一
人
拠
駝
背
、
面
色
紅
黒
、
服
飾
奇
異
、
腰
下
横
剣
。
問
之
、
曰
「
蒙
古
人
」。
駱
駝
大
殆
倍
牛
馬
、
性
極
馴
良
、
蹄
類
猫
、
行
巖
石
間
、
不
少
蹉
跌
。
　
行
十
里
許
、
仰
見
塁
壁
屹
然
横
亘
嶺
上
。
此
為
八
達
嶺
。
下
驢
登
門
。
楼
楼
高
四
五
丈
、
厚
二
丈
許
、
堅
瓦
牢
築
、
不
用
寸
木
。
毎
四
十
歩
架
楼
。
左
右
睥
睨
。
中
間
可
騎
馳
。
楼
下
見
大
砲
横
草
間
。
鏽
腐
不
中
用
。
新
疆
入
版
図
③
、
無
須
防
禦
、
故
不
復
置
厳
兵
耶
。
楼
上
騁
望
、
峯
巒
層
起
。
勁
風
来
自
朔
陲
。
凛
然
如
鑽
。
按
趙
築
長
城
④
、
在
秦
前
。
漢
以
後
累
代
増
築
長
城
。
居
庸
・
八
達
、
未
知
果
為
蒙
恬
所
築
、
横
断
山
谷
、
連
亘
一
千
五
百
里
者
、
否
。
或
曰
、「
蒙
恬
所
築
、
距
此
、
猶
六
七
百
里
」。
　
就
帰
途
。
大
石
旁
午
、
驢
馬
蹶
石
、
欲
墜
者
数
。
此
間
両
峰
窘
束
、
毎
雨
潦
、
流
為
瀑
。
道
路
随
修
随
毀
、
勢
不
得
修
繕
。
唯
時
見
路
石
隠
然
印
車
轍
。
古
時
通
車
、
亦
不
可
知
。
日
己
〈
已
〉
瞑
。
衝
暗
度
険
。
有
一
丁
提
燈
来
迎
。
逆
旅
僕
也
。
衆
大
悦
。
寒
甚
。
煑
羊
肉
一
酌
、
賀
此
游
北
窮
居
庸
・
八
達
。
就
枕
聞
駝
鈴
丁
東
、
頓
為
塞
外
之
念
。
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【
注
】
①
「
天
下
有
九
塞
、
居
庸
関
其
一
」『
淮
南
子
』
墜
形
訓
に
「
天
下
九
塞
、
居
庸
関
其
一
焉
」
と
あ
る
。
②
「
牛
羊
被
野
」
宋
の
王
讜
の
『
唐
語
林
』
政
事
林
に
見
え
る
語
句
。
③
「
新
疆
入
版
図
」
一
七
七
五
年
以
降
、
新
疆
は
清
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
征
服
に
伴
い
、
清
朝
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
④
「
趙
築
長
城
」
趙
の
築
い
た
長
城
は
、
主
と
し
て
北
長
城
と
南
長
城
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
粛
侯
（
前
三
四
九
～
三
二
六
在
位
）
の
時
、
後
者
は
武
霊
王
（
前
三
二
五
～
二
九
九
在
位
）
の
時
に
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
訳
文　
二
十
四
日
〔
六
日
〕
鶏
鳴
と
共
に
出
発
し
た
。
寒
さ
は
骨
を
刺
す
ほ
ど
に
厳
し
く
、道
は
真
っ
暗
で
、御
者
の
馬
を
叱
る
声
だ
け
が
聞
こ
え
た
。
明
け
方
、
南
口
村
に
着
い
て
、
あ
る
旅
籠
に
投
じ
、
薪
を
焚
い
て
暖
を
取
っ
た
。
胡
五
が
飯
を
炊
き
、
朝あさ
餉げ
と
し
た
。
居
庸
関
は
こ
こ
か
ら
、
な
お
四
十
里
。私
と
二
君
と
は
ロ
バ
に
乗
り
、胡
五
が
馬
に
乗
っ
て
先
導
し
た
。あ
る
村
里
の
入
り
口
の
前
を
通
っ
た
。人
家
四
五
十
戸
、小
さ
な
村
落
だ
っ
た
。
谷
川
を
渡
っ
た
。
水
位
が
深
く
、ロ
バ
の
腹
ま
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
峰
が
聳
え
、そ
の
切
り
立
っ
た
険
し
い
壁
は
、天
を
刺
す
か
の
ご
と
く
突
っ
立
っ
て
い
た
。
崖
の
上
の
少
し
平
ら
な
と
こ
ろ
に
、
時
々
二
三
の
人
家
が
身
を
寄
せ
合
う
か
の
よ
う
に
建
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
坂
道
は
ま
す
ま
す
険
し
く
な
っ
た
。
左
右
に
子
供
を
抱
い
て
ロ
バ
に
ま
た
が
り
、
苦
も
な
く
乗
り
降
り
し
て
、
平
坦
な
道
を
行
く
か
の
よ
う
な
女
人
が
い
た
。
慣
習
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
二
頭
の
馬
に
負
わ
せ
た
轎
に
乗
っ
て
い
る
高
官
も
見
か
け
た
。
こ
れ
を
駄
馬
轎
と
い
う
。
塞
外
で
役
人
勤
め
を
す
る
者
は
、
皆
こ
の
轎
に
乗
る
。
都
の
町
中
で
も
時
々
こ
の
轎
を
見
か
け
る
。
居
庸
関
は
城
壁
が
三
重
に
な
っ
て
い
て
、
二
つ
の
嶺
が
対
峙
し
て
い
る
。
一
帯
の
塁
壁
は
、
深
い
谷
川
を
跨
い
で
、
折
り
重
な
る
嶺
々
に
ま
で
及
び
、
そ
の
ま
ま
空
の
彼
方
ま
で
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
を
秦
時
の
長
城
と
い
う
。『
淮
南
子
』
に
「
天
下
に
九
つ
の
塞
が
あ
り
、居
庸
関
が
そ
の
一
つ
だ
」
と
あ
る
の
が
、そ
れ
で
あ
る
。
人
家
が
五
六
十
戸
集
ま
っ
て
、
市
街
が
で
き
て
い
る
。
兵
士
は
一
人
も
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
先
は
茫
洋
た
る
山
野
で
、
人
家
を
見
か
け
な
い
。
こ
の
日
は
温
和
だ
っ
た
が
、
谷
川
に
は
薄
い
氷
が
張
っ
て
い
た
。
天
候
が
急
変
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
牧
人
が
羊
数
百
頭
を
駆
っ
て
通
っ
て
行
っ
た
。
う
ご
め
く
虫
の
よ
う
に
谷
川
に
瀰
漫
し
、
遠
く
か
ら
眺
め
る
と
、
一ひと
む
ら簇
の
白
雲
の
よ
う
で
、
い
わ
ゆ
る
「
牛
羊　
野
を
被
う
」
と
い
っ
た
眺
め
だ
。
駱
駝
数
十
頭
を
駆
っ
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て
通
る
者
を
見
か
け
た
。
ま
た
別
の
者
が
駱
駝
の
背
中
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
赤
黒
い
顔
の
色
で
、
奇
異
な
服
飾
、
腰
に
は
剣
を
横
ざ
ま
に
差
し
て
い
る
。
尋
ね
て
み
る
と
、
蒙
古
人
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
駱
駝
は
ほ
ぼ
牛
馬
に
倍
す
る
大
き
さ
だ
が
、
極
め
て
手
な
ず
け
や
す
い
性
質
で
、
蹄
は
猫
に
類
す
る
が
、
岩
石
の
間
を
行
く
時
も
全
然
つ
ま
ず
か
な
い
。
行
く
こ
と
十
里
ば
か
り
、
屹
然
と
嶺
上
に
横
た
わ
り
伸
び
て
い
る
塁
壁
が
、
上
の
方
に
見
え
て
き
た
。
八
達
嶺
だ
。
ロ
バ
を
下
り
、
門
に
入
っ
て
登
っ
た
。
ど
の
楼
も
高
さ
四
五
丈
、
厚
さ
二
丈
ば
か
り
、
堅
い
瓦
で
頑
丈
に
築
か
れ
て
い
る
。
一
寸
の
木
材
た
り
と
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
四
十
歩
ご
と
に
楼
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
楼
の
左
右
は
姫
垣
で
あ
る
。
楼
の
真
ん
中
は
馬
に
ま
た
が
っ
て
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
楼
下
を
見
る
と
、
大
砲
が
草
の
中
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
錆
び
て
い
て
使
い
物
に
な
り
そ
う
に
な
い
。
新
疆
が
版
図
に
入
っ
て
か
ら
、
防
御
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
兵
士
を
配
置
す
る
の
を
や
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
楼
上
か
ら
眺
望
の
限
り
を
尽
く
し
て
み
る
。
峰
々
が
折
り
重
な
っ
て
聳
え
て
い
る
。
強
風
が
北
の
辺
地
か
ら
吹
い
て
く
る
。
凛
然
と
し
て
身
を
切
る
よ
う
だ
。
按
ず
る
に
、
趙
が
長
城
を
築
い
た
の
は
、
秦
よ
り
前
の
こ
と
だ
。
漢
以
後
累
代
、
長
城
は
増
築
さ
れ
た
。
居
庸
・
八
達
は
、
果
た
し
て
蒙
恬
が
築
い
た
も
の
で
、
山
谷
を
横
断
し
、
千
五
百
里
に
連
な
り
わ
た
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
未
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。「
蒙
恬
の
築
い
た
部
分
は
、
こ
こ
か
ら
六
、七
百
里
も
隔
た
っ
た
と
こ
ろ
だ
」
と
い
う
説
も
あ
る
。
帰
途
に
就
い
た
。
大
き
な
石
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
ロ
バ
が
石
に
つ
ま
ず
き
、
私
は
何
度
も
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
辺
り
は
両
側
の
峰
が
近
接
し
て
い
る
た
め
、
長
雨
の
た
び
に
、
谷
川
の
流
れ
が
滝
の
よ
う
に
な
る
。
道
は
修
復
し
た
か
と
思
う
と
崩
さ
れ
、
結
局
修
復
し
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、路
傍
の
石
に
か
す
か
な
が
ら
轍
の
跡
が
残
っ
て
い
る
の
を
時
々
見
か
け
る
。
昔
、車
が
通
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
も
す
で
に
暮
れ
た
。
暗
闇
を
衝
い
て
険
し
い
と
こ
ろ
を
越
え
て
い
っ
た
。
燈
火
を
持
っ
て
迎
え
に
来
て
く
れ
た
者
が
い
た
。
逆
旅
の
使
用
人
で
あ
る
。
み
ん
な
大
喜
び
だ
。
寒
く
て
た
ま
ら
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
羊
肉
を
煮
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
こ
の
旅
で
居
庸
・
八
達
ま
で
北
上
で
き
た
こ
と
を
賀
し
た
。
枕
に
就
く
や
、
チ
リ
ン
チ
リ
ン
、
馬
に
付
け
た
鈴
の
音
が
聞
こ
え
、
頓
に
塞
外
に
い
る
の
だ
と
の
思
い
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。
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原
文　
廿
五
日〔
七
日
〕暁
発
。
行
渓
中
、車
触
石
角
、坐
轎
特
艱
。
出
大
路
。
両
側
屹
立
。
仰
見
田
隴
。
猶
甬
道
然
。
亭
午
至
昌
平
州
。
寥
寥
村
落
、
唯
大
路
四
達
、
不
似
他
所
。
雇
驢
往
観
明
陵
。
二
石
門
屹
立
、
中
門
有
碑
。
刻
乾
隆
帝
長
篇
。
左
右
臚
列
石
人
・
石
獣
数
十
軀
。
大
丈
餘
。
連
山
囲
其
西
北
。
称
天
寿
山
。
為
陵
十
三
、
負
山
構
寝
園
。
極
得
山
陵
地
勢
。
稍
上
、
至
廟
門
。
此
為
永
楽
帝
長
陵
。
丹
牆
四
囲
、
葺
以
黄
瓦
。
門
右
一
碑
、
刻
順
治
帝
宣
諭
。
二
殿
築
壇
三
級
、鏤
白
石
為
欄
楯
。
後
殿
安
神
碑
、題
曰「
大
明
成
祖
皇
帝
」。
柱
材
三
四
囲
、不
知
何
樹
。
洋
人
曰
、「
此
為
蔴
栗
木
。
緬
甸
所
産
」。
木
質
堅
勁
、易
施
斧
鋸
、能
防
水
腐
、造
巨
船
、尤
尚
此
樹
。
当
時
建
築
、択
材
重
洋
之
外
、殆
秦
政
期
千
萬
世
之
意
。
陵
前
累
甓
為
丘
。
高
四
丈
許
、
正
面
穿
竅
道
稍
昂
、
中
分
為
左
右
二
竅
、
更
設
両
階
。
登
丘
上
。
丘
上
築
方
埠
。
方
二
丈
許
、
中
建
一
碑
、
刻
「
成
祖
文
皇
帝
」
五
字
。
石
微
含
紅
色
、
光
沢
瑩
然
。
其
背
堆
土
、
為
凸
字
状
。
樹
木
陰
森
。
四
周
石
柵
、
不
許
人
躡
。
此
為
陵
墓
。
穆
穆
之
容
、
深
得
山
陵
之
体
。
想
見
其
英
武
葢
一
代
、
低
徊
涙
下
。
　
驢
帰
、
午
飯
出
城
。
平
疇
無
際
。
時
見
農
夫
篩
土
。
就
而
見
之
、
収
落
花
生
実
也
。
出
河
上
。
石
橋
穹
隆
。
此
為
沙
河
。
投
橋
西
村
店
。
店
主
悦
余
為
東
人
、
曰
「
日
本
恊
力
中
土
、
大
克
洋
虜
」。
豈
謬
記
安
南
劉
永
福
、
為
日
本
乎
。
鄙
野
人
聵
聵
多
此
類
。
訳
文　
二
十
五
日
〔
七
日
〕
暁
に
出
発
し
た
。
山
に
挟
ま
れ
た
小
川
の
中
を
進
ん
だ
。
車
が
石
の
角
に
触
れ
、轎
に
座
っ
て
い
る
の
は
大
変
だ
っ
た
。
大
き
な
道
に
出
た
。
両
側
に
山
が
屹
立
し
て
い
る
。
田
畑
の
畝
が
上
の
方
に
見
え
る
。
高
架
式
の
渡
り
廊
下
の
よ
う
な
感
じ
だ
。
昼
頃
、
昌
平
州
に
着
い
た
。
寥
寥
た
る
村
落
だ
っ
た
が
、
大
き
な
道
が
四
方
に
伸
び
て
い
る
の
は
、
よ
そ
に
は
な
い
点
で
あ
る
。
ロ
バ
を
借
り
て
、
明
陵
を
見
に
行
っ
た
。
二
つ
の
石
門
が
屹
立
し
、
中
門
に
は
碑
が
あ
っ
た
。
乾
隆
帝
の
長
篇
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
左
右
に
は
石
人
・
石
獣
数
十
軀
が
並
ん
で
い
た
。
一
丈
余
の
高
さ
の
も
の
だ
っ
た
。
連
山
が
こ
の
一
帯
の
西
北
を
囲
ん
で
い
る
。
天
寿
山
と
称
す
る
。
陵
の
数
は
十
三
で
、
山
を
背
に
し
て
陵
園
が
造
ら
れ
て
い
る
。
山
陵
の
地
勢
が
よ
く
生
か
さ
れ
て
い
る
。
少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
が
廟
門
で
あ
る
。
永
楽
帝
の
長
陵
で
あ
る
。
赤
く
塗
っ
た
塀
に
囲
ま
れ
、
黄
色
の
瓦
で
葺
い
て
あ
る
。
門
の
右
側
の
碑
に
、
順
治
帝
の
宣
諭
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
二
つ
の
殿
に
は
、
三
段
の
階
段
で
上
る
壇
が
築
か
れ
、
白
石
を
鏤
め
た
手
す
り
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
後
殿
に
位
牌
が
安
置
さ
れ
、「
大
明
成
祖
皇
帝
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
柱
は
三
抱
え
か
ら
四
抱
え
ほ
ど
で
、
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木
材
の
何
た
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
西
洋
人
に
よ
れ
ば
、「
チ
ー
ク
材
で
、
ビ
ル
マ
に
産
す
る
も
の
」
と
い
う
。
堅
く
て
、
斧
や
鋸
で
切
り
や
す
く
、
水
濡
れ
に
よ
る
腐
乱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
船
を
造
る
の
に
重
宝
さ
れ
る
。
当
時
こ
の
殿
を
建
築
す
る
に
当
た
り
、
遠
い
海
の
か
な
た
に
あ
る
木
材
を
選
ん
だ
の
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
千
万
世
の
ち
ま
で
の
生
命
を
期
し
た
の
と
同
様
の
思
い
か
ら
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
陵
の
前
は
甓
し
き
が
わ
ら
を
積
み
重
ね
て
、
丘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
四
丈
ほ
ど
の
高
さ
で
、
正
面
は
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
穴
が
あ
っ
て
、
や
や
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
中
は
左
右
二
つ
の
穴
に
分
か
れ
、
階
段
が
二
か
所
設
け
ら
れ
て
い
る
。
丘
の
上
に
登
っ
て
み
る
。
丘
の
上
に
は
高
く
積
ん
だ
四
角
い
土
が
あ
る
。
ほ
ぼ
二
丈
四
方
で
、中
に
碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、「
成
祖
文
皇
帝
」
の
五
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
の
石
は
か
す
か
に
赤
み
を
帯
び
、鮮
や
か
な
光
沢
で
あ
る
。
そ
の
背
後
は
、
土
を
凸
字
状
に
積
み
上
げ
て
あ
る
。
樹
木
が
茂
っ
て
薄
暗
い
。
周
り
を
囲
む
石
の
柵
は
、
人
が
足
を
踏
み
込
む
の
を
許
さ
な
い
。
そ
れ
が
陵
墓
で
あ
る
。
そ
の
恭
し
い
雰
囲
気
は
、
山
陵
と
し
て
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
。
皇
帝
の
英
俊
勇
武
が
一
代
を
圧
し
た
こ
と
を
想
見
し
、
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
う
ち
涙
が
流
れ
た
。
ロ
バ
に
乗
っ
て
帰
り
、
昼
食
を
と
っ
て
、
城
外
に
出
た
。
平
坦
な
田
野
が
果
て
し
な
い
。
農
夫
が
土
を
篩ふるいに
か
け
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。近
づ
い
て
見
て
み
る
と
、落
花
生
の
実
を
採
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。川
の
ほ
と
り
に
出
た
。ア
ー
チ
形
の
石
橋
が
あ
っ
た
。
川
の
名
は
沙
河
で
あ
る
。
橋
の
西
側
の
旅
籠
に
投
宿
し
た
。
主
は
私
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
喜
び
、「
日
本
は
中
国
と
協
力
し
、
毛
唐
ど
も
を
こ
っ
ぴ
ど
く
や
っ
つ
け
て
く
れ
た
ね
」
と
言
っ
た
。
安
南
の
劉
永
福
を
日
本
人
と
勘
違
い
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
無
知
で
粗
野
な
人
の
馬
鹿
さ
加
減
は
、
大
体
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
原
文　
廿
六
日
〔
八
日
〕
暁
発
。
寒
甚
。
大
道
坦
夷
。
叱
馬
疾
駆
。
天
明
至
新
河
。
此
為
京
城
北
郭
。
出
一
平
原
。
見
旗
兵
方
錬
火
槍
。
或
白
黄
、
或
紅
緑
、
以
衣
妝
分
各
隊
、
旗
色
亦
然
。
布
陣
画
一
、
畧
無
変
化
。
旗
卒
居
戦
士
半
。
与
我
甲
越
兵
法
、
無
大
異
同
。
愛
新
覚
羅
氏
統
一
天
下
、
并
呑
新
疆
、
実
由
是
兵
、
及
洋
兵
一
開
、
亦
無
如
之
何
也
。
　
転
出
大
路
。
入
安
定
門
。
架
楼
三
層
。
八
城
門
之
一
。
自
此
左
右
市
肆
、
高
標
榜
牌
、
金
銀
鏤
刻
、
丹
碧
爛
然
、
而
泥
汚
不
除
、
塵
埃
十
丈
。
疾
−10−
駆
抵
公
館
。
　
余
以
約
伯
重
陽
同
游
、
往
訪
、
曰
「
日
来
病
在
蓐
上
」。
致
言
而
出
。
訪
鄧
鉄
香
・
袁
爽
秋
、
皆
不
在
。
伯
官
戸
部
①
、
晩
年
登
第
、
学
殖
徳
望
、
為
時
流
所
推
。
惜
会
病
無
由
暢
談
。
【
注
】
①
「
戸
部
」
国
じ
ゅ
う
の
戸
口
や
租
税
を
つ
か
さ
ど
る
省
庁
。
訳
文　
二
十
六
日
〔
八
日
〕
暁
に
出
発
し
た
。
ひ
ど
く
寒
い
。
平
坦
で
広
い
道
で
あ
る
。
馬
を
叱
っ
て
疾
駆
し
た
。
天
明
に
新
河
に
着
い
た
。
北
京
の
北
郭
で
あ
る
。
平
原
に
出
た
。
銃
砲
の
訓
練
を
し
て
い
る
八
旗
兵
た
ち
が
い
た
。
白
・
黄
、
あ
る
い
は
赤
・
緑
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
服
で
各
隊
が
分
か
れ
、
旗
も
そ
れ
ぞ
れ
の
色
に
な
っ
て
い
る
。
布
陣
は
ワ
ン
パ
タ
ン
で
、
全
然
変
化
が
な
く
、
旗
士
が
戦
士
の
半
分
を
占
め
て
い
る
。
我
が
甲
越
の
兵
法
と
あ
ま
り
違
わ
な
い
。
愛
新
覚
羅
氏
が
天
下
を
統
一
し
、
新
疆
を
并
呑
し
た
の
は
、
こ
の
八
旗
兵
の
力
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
が
、
西
洋
の
兵
士
と
の
戦
い
が
始
ま
る
と
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
　
転
じ
て
大
通
り
に
出
た
。
安
定
門
を
通
っ
た
。
三
層
の
門
楼
が
あ
る
。
八
城
門
の
一
つ
だ
。
そ
こ
か
ら
先
は
通
り
の
左
右
の
店
が
看
板
を
高
く
掲
げ
、
金
色
銀
色
の
彫
刻
や
、
赤
や
緑
の
色
が
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
だ
が
、
泥
の
汚
れ
が
除
か
れ
て
お
ら
ず
、
塵
埃
が
十
丈
の
高
さ
ま
で
舞
い
上
が
っ
て
い
る
。
疾
駆
し
て
公
館
に
帰
っ
た
。
　
伯
氏
と
重
陽
の
日
に
一
緒
に
出
掛
け
よ
う
と
約
束
し
て
い
た
の
で
訪
ね
た
と
こ
ろ
、「
こ
こ
数
日
具
合
が
悪
く
、寝
込
ん
で
い
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
言
葉
を
託
し
て
去
っ
た
。
鄧
鉄
香
氏
、
袁
爽
秋
氏
を
訪
ね
た
が
、
二
人
と
も
留
守
だ
っ
た
。
伯
氏
は
戸
部
の
官
で
、
晩
年
に
科
挙
に
登
第
し
、
学
殖
も
徳
望
も
当
今
の
人
々
に
推
称
さ
れ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
具
合
が
悪
く
な
ら
れ
て
、
心
お
き
な
く
話
し
合
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
。
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原
文　
廿
七
日
〔
九
日
〕
訪
蔡
・
徐
二
氏
、
不
在
。
丁
韙
良
来
訪
、
贈
『
中
外
聞
見
録
』①
。
此
書
始
刊
時
、
一
見
、
与
今
所
贈
、
少
異
。
乃
知
加
取
舎
為
完
本
。
問
同
文
館
人
才
。
曰
「
席
瀚
伯
其
一
。
有
一
駱
姓
者
②
、
善
天
文
学
。『
同
文
館
題
名
録
』
登
載
館
士
名
姓
。
明
日
取
贈
」。
　
馮
申
芷
〔
芳
緝
〕
来
訪
、贈
先
人
林
一
先
生
〔
桂
棼
〕③
『
顕
志
堂
集
』。
林
一
為
林
文
忠
〔
則
徐
〕
所
器
遇
、粤
匪
乱
起
、遁
上
海
、書
指
陳
勦
絶
方
畧
。
曾
文
正
一
見
、
遣
今
李
中
堂
、
自
上
海
進
軍
。
復
蘇
州
、
江
蘇
全
平
。
此
人
天
文
・
輿
地
・
算
術
・
水
利
・
農
田
、
皆
有
定
説
、
為
近
代
大
家
。
　
馬
塲
〔
練
兵
〕④
・
日
高
〔
総
亟
〕⑤
二
姓
来
自
上
海
。
聞
其
談
中
法
戦
事
。
【
注
】
①
「『
中
外
聞
見
録
』」『
中
西
聞
見
録
』
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。『
中
西
聞
見
録
』
は
一
八
七
二
年
に
北
京
で
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
。
初
め
は
丁
韙
良
と
英
国
宣
教
師
艾
約
瑟
（Joseph Edkins
）
の
両
者
が
主
編
者
だ
っ
た
が
、
後
に
丁
韙
良
が
単
独
で
編
集
の
責
任
を
負
う
よ
う
に
な
っ
た
。
②
「
一
駱
姓
者
」
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
宣
教
師
、Sam
uel M
. Russell
（
？
～
一
九
一
七
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
③
「
林
一
先
生
〔
桂
棼
〕」
馮
桂
芬
（
一
八
〇
九
～
一
八
七
四
）、
字
林
一
、
室
名
顕
志
堂
等
、
江
蘇
呉
県
の
人
。
④
「
馬
塲
〔
練
兵
〕」
馬
場
練
兵
（
一
八
五
三
～
一
八
九
六
）。
岩
手
県
出
身
。
明
治
四
年
、
海
軍
兵
学
寮
に
入
り
、
十
一
年
、
海
軍
兵
学
寮
を
卒
業
、
十
二
年
に
少
尉
。
十
七
年
、
清
仏
戦
争
勃
発
後
、
第
一
回
北
京
公
使
館
附
武
官
と
し
て
、
日
高
壮
之
丞
と
と
も
に
派
遣
さ
れ
た
。
⑤
「
日
高
〔
総
亟
〕」
日
高
壮
之
丞
（
一
八
四
八
～
一
九
三
二
）。
鹿
児
島
出
身
。
明
治
四
年
、海
軍
兵
学
寮
に
入
り
、十
年
に
少
尉
。
後
、大
将
に
ま
で
至
っ
た
。
訳
文　
二
十
七
日
〔
九
日
〕
蔡
・
徐
の
二
氏
を
訪
ね
た
が
、
留
守
だ
っ
た
。
丁
韙
良
氏
が
来
訪
し
、『
中
外
聞
見
録
』
の
贈
呈
に
あ
ず
か
っ
た
。
こ
の
書
は
刊
行
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
一
度
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
回
い
た
だ
い
た
も
の
と
、
少
し
異
な
っ
て
い
た
。
取
捨
を
加
え
て
決
定
版
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
同
文
館
の
人
材
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。「
席
瀚
伯
も
そ
の
一
人
に
数
え
ら
れ
ま
す
ね
。
ま
た
、
駱
姓
で
、
天
文
学
を
善
く
す
る
者
も
お
り
ま
す
。『
同
文
館
題
名
録
』に
館
士
の
姓
名
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。
明
日
お
持
ち
し
ま
し
ょ
う
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。
馮
申
芷〔
芳
緝
〕
氏
が
来
訪
し
、
先
人
林
一
先
生
〔
桂
棼
〕
の
『
顕
志
堂
集
』
の
贈
呈
に
あ
ず
か
っ
た
。
林
一
氏
は
林
文
忠
〔
則
徐
〕
に
見
込
ま
れ
手
厚
い
処
遇
を
受
け
た
が
、太
平
天
国
の
乱
が
起
こ
る
と
、上
海
に
逃
れ
、匪
賊
を
全
滅
す
る
方
略
を
著
述
し
た
。
そ
れ
を
見
た
曾
文
正
公
は
今
の
李
中
堂
を
遣
わ
し
て
、
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上
海
か
ら
軍
を
進
め
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
蘇
州
を
奪
回
し
、
江
蘇
全
体
を
平
定
し
た
。
林
一
氏
は
、
天
文
・
輿
地
・
算
術
・
水
利
・
農
田
、
い
ず
れ
に
も
定
説
を
持
ち
、
近
代
の
大
人
物
だ
っ
た
。
　
馬
塲
〔
練
兵
〕・
日
高
〔
総
亟
〕
の
二
氏
が
上
海
か
ら
や
っ
て
来
た
。
彼
ら
の
中
仏
戦
争
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
。
原
文　
廿
八
日
〔
十
日
〕
輔
臣
来
訪
。
余
聞
其
好
談
外
事
。
語
及
訳
書
、
且
曰
、「
余
費
平
生
精
神
於
無
用
経
史
。
追
悔
無
及
」。
輔
臣
不
悦
「
無
用
経
史
」
語
。
余
曰
、「
方
今
所
急
、
不
在
于
萬
巻
経
史
、
而
在
於
究
格
致
之
学
、
講
富
強
之
実
。
如
経
史
、
畧
渉
大
旨
、
詩
文
足
達
己
意
、
可
以
已
也
」。
反
覆
累
紙
、
顔
始
和
。
　
夜
中
島
氏
邀
馬
塲
・
日
高
二
姓
。
炙
鰻
魚
下
酒
。
日
高
談
其
在
桑
港
観
防
火
機
器
①
、曰
「
桑
港
厦
屋
六
七
層
、火
起
下
層
、在
上
層
者
、無
可
逃
避
。
故
港
尹
醵
萬
金
、
製
防
火
機
器
。
雲
梯
以
轆
轤
機
連
貫
。
防
丁
直
攀
層
楼
、
搶
獲
家
什
物
件
。
在
楼
者
、
従
雲
梯
下
。
其
熟
眠
者
、
防
丁
突
入
喚
醒
」。
『
中
外
聞
見
録
』
曰
②
、「
桑
港
防
火
機
器
、
至
備
至
捷
、
為
各
国
所
称
」。
是
也
。
【
注
】
①
「
日
高
～
機
器
」
明
治
八
年
、
海
軍
兵
学
寮
が
卒
業
す
る
学
生
の
訓
練
と
し
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ま
で
の
遠
洋
航
海
を
実
施
し
た
。
当
時
二
十
七
歳
の
日
高
も
学
生
の
一
人
と
し
て
、
こ
れ
に
参
加
し
た
。
こ
の
時
の
見
聞
だ
ろ
う
。
②
「『
中
外
聞
見
録
』
曰
」『
中
西
聞
見
録
』
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
防
火
機
器
に
関
す
る
記
事
は
見
出
し
得
て
い
な
い
が
、
第
三
十
号
（
一
八
七
五
年
二
月
）
に
「
救
火
雲
梯
并
図
」
と
題
し
て
、
西
洋
の
大
都
市
に
お
け
る
防
火
設
備
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
訳
文　
二
十
八
日
〔
十
日
〕
輔
臣
氏
が
来
訪
し
た
。
こ
の
人
は
国
際
問
題
に
つ
い
て
語
る
の
を
好
む
と
聞
い
て
い
た
。
翻
訳
書
の
話
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
と
の
関
連
で
、私
は
こ
う
言
っ
た
。「
私
は
平
生
、無
用
の
経
史
に
精
力
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。
今
更
悔
や
ん
で
も
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
が
。」
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輔
臣
氏
は
「
無
用
の
経
史
」
と
い
う
言
葉
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
私
は
こ
う
言
っ
た
。「
方
今
急
が
れ
る
の
は
、
万
巻
の
経
史
で
は
な
く
、
格
致
の
学
を
究
め
て
、
富
強
の
実
を
講
ず
る
こ
と
で
す
。
経
史
の
如
き
は
、
ほ
ぼ
隈
な
く
要
点
を
つ
か
み
、
詩
文
は
己
が
意
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
止
め
て
い
い
の
で
す
。」
反
復
し
て
紙
が
積
み
重
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
よ
う
や
く
表
情
が
和
ら
い
だ
。
　
夜
、
中
島
氏
が
馬
塲
・
日
高
の
二
氏
を
招
い
た
。
鰻
魚
を
あ
ぶ
っ
て
酒
の
肴
と
し
た
。
日
高
氏
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
防
火
用
の
機
器
を
見
た
時
の
こ
と
を
語
っ
た
。「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
建
物
は
六
、七
階
建
て
で
、
下
の
階
で
出
火
す
る
と
、
上
の
階
に
い
る
人
は
、
逃
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
が
寄
付
を
募
っ
て
大
金
を
集
め
、
防
火
用
の
機
器
を
製
作
し
た
の
で
す
。
高
梯
子
を
轆
轤
で
連
結
し
、
消
防
士
が
そ
の
梯
子
で
数
階
建
て
の
ビ
ル
に
攀
じ
登
り
、
家
具
な
ど
の
物
品
を
運
び
出
す
の
で
す
。
ビ
ル
内
に
い
た
人
は
、
高
梯
子
を
伝
っ
て
下
に
降
り
ま
す
。
熟
睡
し
て
い
る
人
は
、消
防
士
が
突
入
し
て
呼
び
起
こ
し
ま
す
。」『
中
外
聞
見
録
』
に
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
防
火
用
機
器
は
よ
く
で
き
て
い
て
、
素
早
い
救
助
が
で
き
、
各
国
で
称
賛
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
な
の
だ
。
原
文　
廿
九
日
〔
十
一
日
〕
観
文
文
山
①
祠
堂
。
与
府
学
隣
接
。
曰
「
此
地
文
山
就
死
之
地
、柴
市
是
也
」。
設
内
外
二
門
、祠
壇
安
塑
像
。
衣
冠
端
笏
、
厳
然
如
生
②
。
傍
碑
刻
肖
像
。
題
曰
「
宋
少
保
右
丞
相
信
国
公
」。
葢
明
代
物
。
牖
扉
大
書
正
気
歌
③
、
又
有
朝
鮮
人
祭
文
、
掲
楣
梁
。
遺
風
振
四
夷
、
可
知
也
。
壁
嵌
断
碑
二
面
。
就
而
視
之
。
李
北
海
雲
麾
将
軍
④
断
片
。『
帝
京
景
物
畧
』⑤
記
李
公
蔭
築
古
墨
斎
、
得
雲
麾
将
軍
碑
為
柱
礎
者
、
六
面
、
砌
之
壁
間
。
知
為
古
墨
斎
遺
物
矣
。
　
是
日
公
使
迎
家
眷
、
帰
自
天
津
、
曰
「
盛
道
台
称
子
不
止
」。
余
曰
、「
彼
不
渉
洋
事
。
余
贈
所
訳
『
法
米
』
二
史
。
故
驚
為
奇
異
而
已
。」
余
因
挙
中
土
澆
季
⑥
、
非
一
掃
烟
毒
与
六
経
毒
、
則
固
有
元
気
、
不
可
得
而
振
起
、
為
説
。
公
使
曰
、「
余
北
遁
日
、
聞
子
鋭
意
倡
勤
王
説
、
以
為
酔
六
経
者
。
何
意
其
瞭
域
外
大
勢
」。
飲
入
夜
。
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【
注
】
①
「
文
文
山
」
南
宋
末
の
文
天
祥
（
一
二
三
六
～
一
二
八
二
）
の
こ
と
。
文
山
は
そ
の
号
。
元
軍
の
南
下
に
際
し
、
義
勇
兵
を
率
い
て
抗
戦
し
、
南
宋
滅
亡
後
も
そ
の
復
興
を
図
っ
た
が
、
捕
ら
え
ら
れ
て
大
都
（
北
京
）
で
刑
死
し
た
。
②
「
厳
然
如
生
」「
儼
然
如
生
」
と
同
義
と
見
な
す
こ
と
に
す
る
。
③
「
正
気
歌
」
文
天
祥
が
獄
中
で
作
っ
た
、「
正
気
が
存
在
す
る
限
り
、
正
義
は
不
滅
だ
」
と
し
て
、
民
族
の
前
途
に
対
す
る
確
信
を
歌
っ
た
五
言
古
詩
。
④
「
李
北
海
雲
麾
将
軍
」
唐
の
書
家
、
李
邕
（
六
七
八
～
七
四
七
）
の
こ
と
。
玄
宗
の
時
、
北
海
郡
太
守
に
任
命
さ
れ
た
の
で
、
李
北
海
と
呼
ば
れ
る
。「
雲
麾
」
は
将
軍
の
名
号
。
⑤
「『
帝
京
景
物
畧
』」『
帝
京
景
物
略
』
は
明
の
劉
侗
及
び
于
弈
正
撰
。
明
代
の
北
京
の
地
理
や
寺
院
・
自
然
・
習
俗
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
。
一
六
三
五
年
刊
。
そ
の
巻
之
一
に
「
古
墨
斎
在
宛
平
県
署
。
萬
暦
初
、
河
南
内
郷
李
公
蔭
令
宛
平
、
発
地
得
柱
礎
六
。
微
有
字
跡
、
洗
視
之
、
唐
李
北
海
雲
麾
将
軍
碑
也
。（
中
略
）
公
因
築
小
室
、
砌
碑
壁
間
、
曰
古
墨
斎
。〔
古
墨
斎
は
宛
平
県
署
に
在
り
。
萬
暦
の
初
め
、
河
南
内
郷
の
李
公
蔭
宛
平
に
令
た
り
、
地
を
発
き
て
柱
礎
六
を
得
た
り
。
微
か
に
字
の
跡
有
り
。
洗
い
て
之
を
視
れ
ば
、
唐
の
李
北
海
雲
麾
将
軍
の
碑
な
り
。（
中
略
）
公
因
り
て
小
室
を
築
き
、
碑
を
壁
間
に
砌
つ
み
か
さ
ね
て
、
古
墨
斎
と
曰
う
。〕」
と
あ
る
。
⑥
「
澆
季
」
人
情
・
風
俗
が
軽
薄
に
な
っ
た
末
の
世
。
訳
文　
二
十
九
日
〔
十
一
日
〕
文
文
山
の
祠
堂
を
見
に
行
っ
た
。
府
学
と
隣
接
し
て
い
た
。「
こ
こ
は
文
山
が
死
に
就
い
た
と
こ
ろ
で
、
柴
市
と
は
こ
こ
の
こ
と
だ
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
内
外
二
門
が
設
け
ら
れ
、
祠
壇
に
塑
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
衣
冠
を
着
け
笏
を
両
手
で
持
っ
て
い
て
、
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
傍
ら
の
碑
に
肖
像
が
刻
ま
れ
て
い
て
、「
宋
少
保
右
丞
相
信
国
公
」
と
題
し
て
あ
る
。
明
代
の
物
だ
ろ
う
。
窓
の
扉
に
「
正
気
の
歌
」が
大
書
し
て
あ
り
、朝
鮮
人
の
祭
文
も
鴨
居
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
遺
風
が
周
辺
の
夷えびす
ま
で
奮
い
立
た
せ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
壁
に
断
碑
二
面
が
嵌
め
ら
れ
て
い
た
。
近
づ
い
て
見
て
み
た
と
こ
ろ
、李
北
海
雲
麾
将
軍
が
揮
毫
し
た
も
の
の
断
片
だ
っ
た
。『
帝
京
景
物
畧
』に
、「
李
公
蔭
が
古
墨
斎
を
築
き
、
雲
麾
将
軍
の
碑
を
得
て
礎
と
し
た
が
、
そ
れ
は
六
面
で
、
壁
間
に
積
み
重
ね
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
墨
斎
の
遺
物
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
こ
の
日
、
公
使
は
天
津
で
家
族
を
迎
え
て
帰
っ
て
き
た
の
だ
が
、「
盛
道
台
が
先
生
を
し
き
り
に
称
賛
し
て
い
ま
し
た
よ
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
は
こ
う
言
っ
た
。「
盛
道
台
は
西
洋
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
拙
訳
の
『
法
米
』
二
史
を
差
し
上
げ
た
の
で
、
驚
か
れ
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た
だ
け
で
し
ょ
う
。」
私
は
、
中
国
は
現
在
澆
季
で
、
阿
片
の
毒
と
六
経
の
毒
と
を
一
掃
し
な
い
限
り
、
も
と
も
と
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
奮
い
起
こ
す
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、
説
明
し
た
。
公
使
は
こ
う
言
っ
た
。「
私
は
蝦
夷
地
に
逃
れ
て
い
た
時
、
先
生
が
鋭
意
勤
王
の
説
を
唱
え
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
、
六
経
に
酔
っ
て
い
る
方
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。
域
外
の
大
勢
に
通
暁
し
て
お
ら
れ
た
と
は
、
意
外
で
す
。」
と
。
飲
み
交
わ
し
て
夜
に
な
っ
た
。
観
光
紀
游
巻
六
　
燕
京
日
記
巻
下
原
文　
十
月
三
十
日
〔
十
二
日
〕
馮
申
芷
来
訪
、
問
我
邦
取
士
之
法
。
余
曰
、「
弊
邦
封
建
為
治
。
士
世
其
禄
、
有
事
則
兵
、
無
事
則
官
。
維
新
以
後
、
廃
此
制
、仿
欧
米
、興
各
科
学
校
。
司
法
省
取
法
学
成
業
者
、海
陸
軍
省
取
海
陸
兵
学
成
業
者
、農
商
務
省
取
農
商
学
科
成
業
者
。」
問
有
挙
其
所
知
者
。
因
論
中
土
科
挙
之
弊
。
申
芷
曰
、「
時
文
試
帖
①
、
唯
浮
華
之
趨
、
以
是
率
天
下
、
無
復
講
実
学
者
。
先
人
集
中
、
屢
論
是
事
。
隋
唐
以
後
、
科
挙
為
取
士
一
定
法
。
廖
柴
舟
②
論
明
成
祖
定
科
挙
法
、
為
秦
政
焚
書
愚
蒼
生
同
一
手
段
、
雖
渉
詭
激
、
或
是
一
理
。」
　
袁
爽
秋
来
訪
、談
及
翰
林
連
署
弾
劾
張
佩
綸
之
事
。
余
曰
、「
兵
専
門
事
業
、非
倉
卒
嘗
試
可
能
。
彼
以
善
八
股
、取
巍
第
入
翰
林
、又
弄
筆
舌
論
時
事
、
遂
握
兵
権
、
当
方
面
。
兵
豈
可
以
筆
墨
口
舌
為
乎
。
其
一
旦
変
起
、
先
衆
遁
去
、
固
其
当
然
。
魏
源
曰
③
、『
方
今
急
務
、
在
綜
覈
名
実
。
綜
覈
名
実
、
在
舎
楷
書
帖
括
、
胥
史
例
案
、
専
講
朝
章
討
国
故
。』
余
以
為
朝
章
国
故
、
与
帖
括
例
案
、
相
距
幾
何
。
今
日
綜
覈
名
実
、
唯
有
仿
欧
米
、
興
各
科
学
術
而
巳
〈
已
〉。」
【
注
】
①
「
時
文
試
帖
」
時
文
は
、
科
挙
の
試
験
の
答
案
に
用
い
ら
れ
た
文
体
で
、
明
清
代
は
八
股
文
を
指
し
た
。
試
帖
は
科
挙
の
試
験
で
作
る
詩
。
②
「
廖
柴
舟
」
廖
燕
（
一
六
四
四
～
一
七
〇
五
）
の
こ
と
。
柴
舟
は
そ
の
号
。
③
「
魏
源
曰
」
こ
こ
の
引
用
文
に
内
容
が
近
似
す
る
の
は
、
魏
源
の
『
聖
武
記
附
録
』
巻
十
一
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の
下
記
の
一
節
で
あ
る
。「
故
国
家
欲
興
数
百
年
之
利
弊
、
在
綜
核
名
実
始
。
欲
綜
核
名
実
、
在
士
大
夫
舎
楷
書
帖
括
、
而
討
朝
章
、
討
国
故
始
、
舎
胥
吏
例
案
、
而
図
訏
謨
、
図
遠
猷
始
。」〔
故
に
国
家
数
百
年
の
利
弊
を
興
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
名
実
を
綜
核
す
る
こ
と
始
ま
る
に
在
り
。
名
実
を
綜
核
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
士
大
夫
が
楷
書
帖
括
を
舎
き
て
、
朝
章
を
討
め
、
国
故
を
討
む
る
こ
と
始
ま
り
、
胥
吏
の
例
案
を
舎
き
て
、
訏
謨
を
図
り
、
遠
猷
を
図
る
こ
と
始
ま
る
に
在
り
。〕
訳
文　
十
月
三
十
日
〔
十
二
日
〕
馮
申
芷
氏
が
来
訪
し
、
我
が
国
の
人
材
登
用
の
仕
方
を
質
問
し
た
。
私
は
こ
う
答
え
た
。「
我
が
国
は
封
建
制
度
で
治
め
て
き
ま
し
た
。
武
士
は
そ
の
禄
を
世
襲
し
、
有
事
の
際
は
兵
と
な
り
、
平
時
は
官
と
し
て
務
め
ま
し
た
。
維
新
後
は
、
こ
の
制
度
を
廃
し
、
欧
米
に
倣
っ
て
各
方
面
の
学
校
を
興
し
ま
し
た
。
司
法
省
は
法
学
を
学
ん
だ
者
を
採
り
、
海
陸
軍
省
は
海
陸
兵
学
を
学
ん
だ
者
を
採
り
、
農
商
務
省
は
農
商
学
科
を
卒
業
し
た
者
を
採
っ
て
い
ま
す
。」馮
申
芷
氏
は
、人
材
登
用
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
事
柄
を
話
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
も
求
め
た
。
そ
こ
で
、
中
国
の
科
挙
の
弊
を
論
じ
た
。
す
る
と
、
申
芷
氏
は
こ
う
言
っ
た
。「
時
文
も
試
帖
も
浮
華
に
の
み
走
り
、
そ
の
よ
う
な
風
潮
で
世
の
中
が
引
っ
張
ら
れ
て
い
て
、
実
学
に
目
を
向
け
る
者
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
人
の
著
作
で
も
、
し
ば
し
ば
こ
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
隋
唐
以
後
、
科
挙
が
唯
一
の
人
材
登
用
法
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
廖
柴
舟
が
、
明
の
成
祖
が
科
挙
の
法
を
定
め
た
の
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
焚
書
を
行
い
、
愚
民
化
政
策
を
布
い
た
の
と
同
一
の
手
段
だ
と
論
じ
た
の
は
、
激
越
と
言
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も
一
理
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」
　
袁
爽
秋
氏
が
来
訪
し
、
翰
林
院
の
属
官
た
ち
が
連
署
し
て
張
佩
綸
を
弾
劾
し
た
一
件
に
話
が
及
ん
だ
。
私
は
こ
う
言
っ
た
。「
軍
事
は
専
門
の
業
務
で
あ
っ
て
、
倉
卒
に
試
み
て
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
張
佩
綸
氏
は
八
股
文
が
得
意
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
い
い
成
績
で
科
挙
の
試
験
に
合
格
し
て
翰
林
院
に
入
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
一
方
、
筆
舌
を
弄
し
て
時
事
を
論
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
兵
権
を
握
り
、
軍
事
上
の
要
職
に
就
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
軍
事
は
筆
墨
や
口
舌
で
な
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
事
態
が
急
変
す
る
や
、
氏
が
い
の
一
番
に
逃
げ
出
し
た
の
は
、
当
た
り
前
な
の
で
す
。
魏
源
が
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。『
方
今
の
急
務
は
、
官
吏
の
評
判
と
そ
の
実
績
の
一
致
如
何
を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。
官
吏
の
評
判
と
そ
の
実
績
の
一
致
如
何
を
見
極
め
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
科
挙
の
試
験
科
目
で
あ
る
楷
書
や
八
股
文
、
及
び
小
史
が
踏
襲
す
る
判
例
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に
ば
か
り
目
を
向
け
る
こ
と
を
止
め
、
朝
廷
の
典
章
と
国
家
の
制
度
を
ど
の
程
度
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
か
と
い
う
点
を
こ
そ
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。』
し
か
し
私
は
、
朝
廷
の
典
章
や
国
家
の
制
度
と
、
八
股
文
や
踏
襲
さ
れ
る
判
例
と
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
今
日
、
官
吏
の
評
判
と
そ
の
実
績
の
一
致
如
何
を
見
極
め
る
に
は
、
た
だ
欧
米
に
倣
っ
て
各
方
面
の
学
術
を
振
興
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。」
原
文　
三
十
一
日
〔
十
三
日
〕
訪
徐
大
史
。
為
余
序
「
劫
灰
餘
艸
①
序
」、
示
稿
本
。
文
以
駢
体
、
辞
藻
瑋
麗
。
余
謝
得
佳
序
。
観
「
日
辺
倡
和
」「
草
堂
話
旧
」
二
帖
。「
日
辺
倡
和
」、
大
史
登
第
時
、
録
同
人
倡
和
詩
者
。「
草
堂
話
旧
」、
登
第
帰
郷
時
、
与
曲
園
・
雪
琹
②
諸
巨
公
倡
和
者
。
徴
余
続
和
。
余
借
二
帖
帰
。
過
宝
祐
寺
、
見
伊
達
・
横
田
〔
三
郎
〕
③
二
姓
。
二
姓
借
寺
招
師
、
修
舌
学
。
隣
交
方
開
、
尤
急
舌
学
。
唯
此
輩
不
講
経
史
詩
文
。
唯
舌
之
学
、
余
之
所
不
知
。
訪
張
魯
生
〔
斯
桂
〕
不
在
。
是
日
甚
雨
、
道
路
卑
汚
処
、
水
潦
溢
然
如
湖
沼
。
康
衢
莽
蒼
、
大
厦
欹
圮
、
一
如
喪
乱
蔑
資
④
之
餘
。
輦
轂
之
下
、
萬
方
所
矜
式
。
而
今
如
斯
。
地
方
道
路
、
蕪
没
不
修
、
亦
其
宜
也
。
　
帰
寓
巳
〈
已
〉
昏
。
公
使
来
話
曰
、「
余
一
見
天
津
塩
丘
⑤
、
知
其
製
塩
方
法
。
若
用
俄
国
冬
時
除
冰
、
凝
結
塩
分
之
法
、
則
省
工
力
、
為
一
大
国
益
。
前
日
見
李
中
堂
、
説
是
事
。
中
堂
大
悦
、
不
知
果
用
余
言
否
。」
因
説
俄
国
製
塩
之
方
、
極
詳
。
公
使
講
格
致
実
学
、
屢
游
欧
土
、
言
言
有
物
。
愈
覚
我
輩
用
力
空
文
、
迂
疏
可
笑
。
【
注
】
①
「
劫
灰
餘
艸
」
鹿
門
の
詩
集
。『
硯
癖
斎
詩
鈔
』（
岡
千
仭
、明
治
二
十
二
年
）
所
収
。
②
「
雪
琹
」
彭
玉
麟
（
一
八
一
六
～
一
八
九
〇
）
の
こ
と
。
雪
琹
（
琴
）
は
そ
の
字
。
③
「
横
田
〔
三
郎
〕」
一
八
六
一
～
？
。
大
分
県
出
身
。
明
治
十
三
年
、
文
部
省
給
費
生
に
採
用
さ
れ
、
外
国
語
学
校
に
入
っ
て
中
国
語
を
学
ん
だ
。
十
六
年
、
私
費
で
北
京
に
留
学
し
、
翌
十
七
年
に
は
外
務
省
留
学
生
と
な
っ
て
以
後
四
年
間
修
学
し
た
。
そ
の
後
、
朝
鮮
平
壌
の
副
領
事
と
し
て
在
任
中
、
病
没
し
た
。
④
「
喪
乱
蔑
資
」『
詩
経
』
板
の
詩
句
。「
天
下
が
乱
れ
滅
び
ん
と
し
て
、
民
に
は
資
材
も
無
く
、
生
活
に
苦
し
ん
で
居
る
」
意
。
⑤
「
塩
丘
」
見
慣
れ
ぬ
語
だ
が
、
陸
羯
南
が
明
治
三
十
四
年
九
月
十
二
日
の
『
日
本
』（
新
聞
）
所
載
の
「
清
韓
に
於
け
る
日
本
人
と
欧
洲
各
国
人
㈠
」
と
題
す
る
記
事
の
中
で
、
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天
津
の
白
河
沿
岸
に
築
か
れ
た
塩
の
「
小
丘
」
を
「
塩
丘
」
と
称
し
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
訳
文　
三
十
一
日
〔
十
三
日
〕
徐
大
史
を
訪
ね
た
。
私
の
た
め
に
「
劫
灰
餘
艸
序
」
を
書
い
て
く
れ
て
い
て
、
稿
本
を
見
せ
て
く
れ
た
。
文
は
駢
儷
体
で
、
詞
藻
が
華
麗
で
あ
る
。
私
は
立
派
な
序
を
得
た
こ
と
を
謝
し
た
。「
日
辺
倡
和
」「
草
堂
話
旧
」
の
二
帖
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。「
日
辺
倡
和
」
は
、
大
史
が
科
挙
の
試
験
に
合
格
し
た
時
、
同
人
の
倡
和
詩
を
録
し
た
も
の
。「
草
堂
話
旧
」
は
、
合
格
後
帰
郷
し
た
時
、
曲
園
・
雪
琹
ら
大
人
物
と
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
も
続
け
て
唱
和
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
私
は
そ
の
二
帖
を
借
り
て
帰
っ
た
。
宝
祐
寺
に
寄
り
、
伊
達
・
横
田
〔
三
郎
〕
の
二
氏
と
会
っ
た
。
二
氏
は
寺
を
借
り
て
師
を
招
き
、
語
学
を
修
め
て
い
る
。
隣
国
と
の
交
わ
り
が
始
ま
り
、
語
学
の
必
要
性
は
非
常
に
高
い
。
た
だ
、
彼
ら
は
経
史
詩
文
に
は
関
心
が
な
く
、
語
学
だ
け
を
学
ん
で
お
り
、
私
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
人
た
ち
で
あ
る
。
張
魯
生
〔
斯
桂
〕
氏
を
訪
ね
た
が
、
留
守
だ
っ
た
。
こ
の
日
は
ひ
ど
い
雨
で
、
道
路
の
く
ぼ
ん
だ
所
に
雨
水
が
溢
れ
ん
ば
か
り
で
、
湖
沼
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
大
通
り
は
茫
洋
と
し
た
眺
め
で
、
大
き
な
建
物
は
傾
き
崩
れ
て
、
た
だ
も
う
「
喪
乱
資
蔑な
し
」
の
成
れ
の
果
て
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
天
子
様
の
お
膝
元
は
、
全
国
の
民
が
仰
ぎ
見
習
う
所
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、今
も
こ
の
よ
う
な
状
態
だ
。
地
方
の
道
路
が
荒
れ
果
て
て
も
修
復
さ
れ
な
い
の
も
、も
っ
と
も
で
あ
る
。
　
寓
居
に
帰
っ
た
時
は
、も
う
暮
れ
て
い
た
。
公
使
が
来
て
、こ
ん
な
話
を
し
た
。「
私
は
天
津
の
塩
丘
を
一
見
し
、そ
の
製
塩
法
が
分
か
り
ま
し
た
。
冬
に
氷
を
取
り
除
き
、
塩
分
を
凝
結
さ
せ
る
ロ
シ
ア
の
や
り
方
な
ら
省
力
化
で
き
、
大
き
な
国
益
に
な
り
ま
す
。
先
日
李
中
堂
に
面
会
し
た
際
、
そ
の
話
を
し
ま
し
た
。
中
堂
は
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
る
か
ど
う
か
。」
そ
の
う
え
で
ロ
シ
ア
の
製
塩
法
を
非
常
に
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
た
。
公
使
は
格
致
の
実
学
を
重
視
し
、
し
ば
し
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
出
か
け
て
い
る
か
ら
、
話
す
こ
と
の
内
容
が
充
実
し
て
い
る
。
空
文
に
ば
か
り
力
を
注
い
で
き
た
自
分
は
実
際
に
疎
く
て
笑
止
だ
と
の
思
い
が
、
ま
す
ま
す
募
っ
て
き
た
。
−19−
参
考
文
献
単
行
本　
（
清
）
震
鈞
『
天
咫
偶
聞
』（『
筆
記
小
説
大
観
』
十
三
編
（
甘
棠
転
舎
、一
九
〇
七
年
）
所
収
）。
対
支
功
労
者
伝
記
編
纂
会
編
輯
兼
発
行
『
対
支
回
顧
録
』
下
巻
（
一
九
三
六
年
）。
高
田
眞
治
『
詩
経
』
下
（
集
英
社
漢
詩
大
系
第
二
巻
、一
九
六
八
年
）。
西
田
長
寿
・
植
手
通
有
編
『
陸
羯
南
全
集
』
第
七
巻
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
二
年
）。
宇
野
量
介
『
鹿
門
岡
千
仭
の
生
涯
』（
岡
広
、
一
九
七
五
年
）。
孫
子
和
『
清
代
同
文
館
之
研
究
』（
嘉
新
水
泥
公
司
文
化
基
金
会
、
一
九
七
七
年
）。
楊
家
駱
主
編
、
大
陸
各
省
文
献
叢
刊
第
一
集
『
元
故
宮
遺
録　
帝
京
景
物
略
』（
世
界
書
局
、
一
九
七
九
年
）。
外
崎
克
久
『
終
戦
の
侍
従
長　
海
軍
大
将
藤
田
尚
徳
』（
清
水
弘
文
堂
、一
九
八
八
年
）。
陳
玉
堂
編
著
『
中
国
近
現
代
人
物
名
号
大
辞
典
（
全
編
増
訂
本
）』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
富
田
仁
編
『
新
訂
増
補　
海
を
越
え
た
日
本
人
名
事
典
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
五
年
）。
夏
剣
欽
・
熊
焰
『
魏
源
著
作
述
要
』（
湖
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）。［
清
］
魏
源
撰
、
魏
源
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
魏
源
全
集
』
第
三
冊
（
岳
麓
書
社
、
二
〇
一
一
年
）。
論
文
等　
布
施
知
足
「
観
光
紀
遊
に
現
は
れ
た
る
明
治
十
七
八
年
の
支
那
（
承
前
）」（『
北
京
週
報
』
第
一
三
五
号
、
一
九
二
四
年
十
一
月
二
日
）。
同
人
同
題
（『
北
京
週
報
』
第
一
三
六
号
、
一
九
二
四
年
十
一
月
九
日
）。
　
（
し
ば
た
・
き
よ
つ
ぐ　
本
学
名
誉
教
授
）
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